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Ⅰ．設備内の見える化 

ＳＤＳ（ＧＨＳマーク） 
を現場に表示 

◇危険有害性情報の伝達工夫 

取扱う有機溶剤の 
種類と区分を見える化 

取扱い注意事項、 
緊急時対応表示 

苛性ソーダタンク 
出荷配管 

分析室の壁 

製造所 
薬剤張込み場所 

防水仕様 

発煙硫酸飛散・漏洩処置方法

発煙硫酸の取扱い注意事項

１．人体に付着・吸着した場合の処置
①目に入った場合
②皮膚に付着した場合

２．衣類に付着した場合
３．吸引した場合
４．飲み込んだ場合
５．液及びﾍﾞｰﾊﾟｰが漏洩した場合

①液漏れ少量の場合
②液漏れ多量の場合
③ﾍﾞｰﾊﾟｰ漏れの場合

すぐに見える 
場所に掲示 



◇know-whyマーク等の活用 

Ⅱ．安全ポイントの見える化 

①安全ポイントマーク 

② know-whyマーク 
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 ①作業手順の中で安全上、 

   特に注意すべきポイントに 

   スタンプ。  

 ②さらに作業の理由である’なぜ‘を 

    記載することでより深い理解を促し、 

    安全に作業させるねらいである。 

【作業】 弁を徐々に開ける 

ノズル先端が閉塞ぎみで液が 

思わぬ方向へ吹出す可能性がある 

Know-why (作業の理由) 



◇危険・有害性情報の自動提供化 

Ⅲ．協力会社への見える化 

◇ＳＤＳ（安全データシート）の活用 

システムによる工事発注時に、関連する化学物質の
危険・有害性情報をシートにて自動提供する仕組み 

自社で取扱う化学 

物質を集約した 

ＳＤＳファイルを 

協力会社に提供 

関連工事の際に 

現場に掲示 

安全掲示板 

ＳＤＳ 

発注仕様書 

発注者 

見積照会書・発注仕様書 

受注者（=施工者） 

＋ 
危険・有害情報提供シート 図．発注ﾌﾛｰ 
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